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建設業の魅力発信の取組み状況 福岡県

目的 ： 土木を「体験」し、身近な公共インフラについて楽しく学んでもらい、
併せて夏休みの子どもの思い出づくりに繋げるもの。

対象 ： 小学生（保護者同伴）
日時 ： 令和4年8月23日（火）
場所 ： ①行政棟南側（東公園側）けんちょう保育園側バスプール
場所 ： ②多目的ホール（県庁１１階よかもん広場）

夏休み子ども企画展

多目的ホール

大人気のドローン体験

排水ポンプ車に興味津々
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建設業の魅力発信の取組み状況 福岡県

土木の日パネル展

目的 ： 〇「11月18日は土木の日」の周知
目的 ： 〇建設業界の様々な分野の仕事について紹介し理解を深める
目的 ： 〇女性を含む誰もが活躍できる建設業界の魅力や身近な公共施設を通して

土木への関心を高める 等
対象 ： 指定なし（来庁者）
日時 ： 令和4年11月1６日（水曜日）

～18日（金曜日）９時～1７時（※ 最終日は1５時まで）
場所 ： 県庁1階ロビー（モニターコーナー前）
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建設業の魅力発信の取組み状況 福岡県

高校生インターンシップ現場視察

目的 ： ○建設業の担い手不足の深刻化の解消を目的に、建設業の魅力を発信するもの。
目的 ： ○平成2９年７月の九州北部豪雨災害からの復旧・復興に全力で取組む姿を、
目的 ： 実際に現場視察することで強く心に刻んでもらう機会を創出。
対象 ： 公立高校インターンシップ22名
日時 ： 2０22年７月28日（木） ９:００～12:3０
場所 ： 朝倉県土整備事務所管内の災害現場
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建設業の魅力発信の取組み状況 佐賀県
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建設業の魅力発信の取組み状況 佐賀県
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建設業の魅力発信の取組み状況 佐賀県
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建設業の魅力発信の取組み状況 長崎県
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建設業の魅力発信の取組み状況 熊本県

■建設産業魅力発見フェアの実施 ■子ども測量設計と建設現場体験フェアの開催

■小中学生向け親子で工事現場見学会の実施

〔企業ブースで担当者から説明を聞く高校生などの参加者〕 〔ペーパークラフトブースで
重機を作成する親子〕 〔測量体験をする親子〕

〔豪雨災害体験者からの講話
を聞く参加者〕

〔砂防ダムの役割についての説明〕

〔商業施設で入賞作品の展示会を開催〕

〔市房ダム土砂撤去工事現場見学〕

■「土木の日」
絵画・写真コンクール
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建設業の魅力発信の取組み状況

ＢＬＯＣＫＳ（大分県建設産業女性活躍推進事業）では、女性活躍の拡大に向けた
スキルアップセミナーや交流会などを実施した。

【Ｒ4.９～Ｒ4.11】 計５２名参加
ブランドマネージャーコース（広報） ：２３名
フィールドマネージャーコース（ＢＩＭ） ：６名
フィールドマネージャーコース（ドローン） ：１６名
フィールドマネージャーコース（測量） ：７名

交流会参加者集合

スキルアップセミナーグループワーク

ディスカッション交流会
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建設業の魅力発信の取組み状況

次世代の担い手確保のため、大分県内の小・中学生向けに、「土木・建築おしご
と教室」を実施し、建設産業の魅力を発信した。 （※９月18日は台風の接近に伴い中止）

参加者受講状況

地質調査体験

ショベルカーロボ操作体験

ドローンサッカー体験 建築模型作成体験 10



建設業の魅力発信の取組み状況

大分県内の大学生向けに、最新のＩＣＴ技術を活用した3Ｄスマホ測量、3Ｄデー
タ作成等を行うバスツアーを実施し、建設産業の魅力を発信した。

①3D測量体験

②3Dデータ作成体験

③ICT施工現場見学

■地域の情報紙へ掲載（広報）

■参加者の声（大分県内の大学生より）

・ＩＣＴ化が進むことで、女性も活躍しやすい
仕事になっているのだと感じた

・３次元の測量・データ作成をやってみて
技術の凄さに驚いた

・実際の現場を見て土木の仕事の魅力を
発見できた
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建設産業への理解を深めてもらうとともに、県内における
担い手の確保のため

■目 的：

宮崎県
（公財）宮崎県建設技術推進機構

■主 催：

Ⅰ．土木の魅力体験ツアー（インフラバスツアー）

■三財川 河川工事 ＩＣＴバックホウ■県道宮崎西環状線 道路工事 ＩＣＴブルドーザ

■参加者よる記念写真

建設業の魅力発信の取組み状況 宮崎県

Ⅱ．実施状況

（１）対象：宮崎大学工学部土木環境工学科２年生49名、3年生49名
（２）内容：ＩＣＴ活用工事などの最新技術の実演見学
（３）日時：令和4年12月2日（金）10:00～17:00
（４）場所：①県道宮崎西環状線 道路工事（宮崎市）

②三財川 河川工事（西都市）

将来の担い手となる宮崎大学の学生に実際の工事現場を体験してもらう！

■工事担当者からの説明 12



■県立図書館ロビー
（R5.1.18～23）

■参加者よる記念写真

建設業の魅力発信の取組み状況 宮崎県

Ⅱ．インフラストック効果パネル展

■県庁防災庁舎１Fロビー
（R4.5.16～31）

県内のインフラストック
効果のパネル展を実施
しました！

【出前講座】

【重機体験】 【コンクリート体験】【造園体験】

【橋の模型作り体験】

【 河川土砂掘削・県体育館建設

防災ステーション造成工事現場 】

宮崎県では、県内11地区の小学校で
「土木の日」イベントを開催しました！

Ⅰ．土木の日の取り組み また、延岡工業高校の生徒を
対象に「土木の日」現場見学会を
開催しました！
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建設業の魅力発信の取組み状況 宮崎県

＜県内初の取組＞

建設企業と学校との連携強化と、企業の採用力向上を目指し、今年度から「担
い手コーディネーター」を新たに設置 。
また、本県の建設企業に関する情報等を広く発信するポータルサイトを構築中。

＜県内初の取組＞Ｒ５年３月下旬より公開予定

担い手コーディネーターを設置したことによる主な効果

◎普通科高校等での出前講座を実施するなど取組が活性化。
◎学校行事と連携し、保護者への建設産業ＰＲを実施。
◎学校等で取得した情報を企業にフィードバックするとともに、
企業向けの採用力向上セミナーを実施し、採用活動を支援。

建設企業と教育機関とをつなぐ「担い手コーディネー
ターを設置

建設産業の魅力や企業情報、各種支援制度等を
一体的に発信するポータルサイトを構築
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建設業の魅力発信の取組み状況 宮崎県

建設人材採用力向上セミナーを初開催
◎宮崎市内の建設業者を中心に２２名が参加。
◎令和４年10月に開催。

親子企業説明会を初開催
◎保護者を交えた企業説明会（宮崎農業高校、延岡工業高校）。
◎令和４年４月、11月に開催。
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橋梁架設現場における見学会

作業体験や模型実験を取り入れた“ふれ
あい型”の現場見学会の開催

建設工事やインフラ施設をテーマにした
フォトコンテスト、パネル展の開催

地域の守り手である建設産業の担い手確保のため、建設業の魅力発信の取り組みを拡大する。

「かごしまの土木デザイン」
フォトコンテスト

（鹿児島県建設技術センター主催、鹿児島県共催）

土木フェスタにおけるパネル展示
（建設業協会・建設業青年部会主催）

入賞作品撮影位置図

県内高校生等を対象とした合同企業説
明会や就職応援キャラバンを開催

建設業の魅力発信の取組み状況 鹿児島県
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建設業の魅力発信の取組み状況 沖縄県
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建設業の魅力発信の取組み状況 沖縄県
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北九州ゆめみらいワークの概要
令和４年１１月９日(水)・１０日(木) ９：３０～１６：００
目 的： イベントを通して、地元企業と市の魅力を伝えることで、

学生の職業観の醸成と将来の地元就職につなげる。
対 象： 中学生、高校生、大学生、教職員 等

建設業ＰＲブース「明日の北九州市を創る建設業」
ブースの運営
北九州市（技術監理局技術企画課）
北九州市建設業協会、門司建設業組合、北九州港湾建設協会、
北九州市建設コンサルタント協会、北九州ＧＩＳ測量協会

工事ブース【北九州市建設業協会・門司建設業組合・北九州港湾建設協会 】

設計ブース【北九州市建設コンサルタント協会】

測量ブース【北九州ＧＩＳ測量協会】

「北九州ゆめみらいワーク」への建設業ＰＲブース出
展

「ケンセツ男子・ケンセツ女子」のサイト活用

建設業の魅力発信の取組み状況【北九州市】

３Ｄ地図展示

左官作業
体 験

消波ブロック
模型実験

トンネル点検車見学管路点検ロボット
操作体験

ドローンシミュレーター操作体験

木材加工
体 験
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【動画】

＜ＱＲコード＞

＜ＵＲＬ＞

https://youtu.be
/3OeWjPxVMzY

【マンガ】

＜ＱＲコード＞

＜ＵＲＬ＞

https://www.city.
kitakyushu.lg.jp
/gi-kan/02300161.html

i-ConstructionのPR（動画・マンガの制作・市ホームページ等で公開）

建設業の魅力発信の取組み状況【北九州市】
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建設業の魅力発信の取組み状況 福岡市
職場見学会の実施

出前講座の実施 SNSの活用
 Instagram、Facebookを活用した情報発信

 県内の高校等の学校と連携し、工事現場の見学会を実施

 出前講座による情報発信
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建設業の魅力発信の取組み状況 熊本市

目的：暮らしを支える「土木」への関心を高め、理解を深めてもらい、
「土木」に親しんでもらう。

土木に関するクイズ５問を出題。
熊本市動植物園来場者の親子にご参加
いただいた。

（一社）熊本県地質業調査協会の方を
講師に、青空のもと、上江津湖を散策
しながら、湧水がある地質的なしくみ
を楽しく学んだ。 参加者：２３名

参加者：
１６１名

主催：「土木の日」熊本実行委員会

実施：令和４年１０月２９日（土）

江津湖の不思議探検

クイズ大会
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日 時 ：令和４年４月２８日（木）～５月３１日（火）
場 所 ：道の駅「許田」／道の駅「豊崎」
内 容 ：令和４年５月１５日に沖縄復帰から５０周年の節目を迎えた。これを契機に、国道事業が果たしてきた役割や整備の歴史について紹介する

パネル展を県内の道の駅で開催した。

≪パネル展示会開催状況（道の駅許田）≫ ≪パネル展示会開催状況（道の駅許田）≫

≪パネル展示会開催状況（道の駅豊崎）≫ ≪展示パネル≫

建設業の魅力発信の取組み状況 内閣府 沖縄総合事務局
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建設業の魅力発信の取組み状況

 実際の工事現地で現場見学会を開催
＜長崎河川国道事務所が地域の方々を対象にトンネル工事の現場見学会を開催＞

 土木と福祉のアート展を開催
＜筑後川河川事務所とPICFAの共催で土木をアートでPRする展示会を開催＞

 災害時の建設業者の活躍等をテーマとしたパネル展示会を開催
＜大分県建設業協会青年部会と大分河川国道事務所の共催＞

 建設業の魅力を整備局のホームページで発信
＜建設業協会の鳥インフルエンザに対する防疫業務実施についてHPにアップ＞
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